
＝この広報誌は、共同募金配分金と賛助会費を財源に作成しました＝
※Welなかがわ（年4回）の定期購読や音訳版・点訳版をご希望の方は本会までご連絡ください。 「Welなかがわ」は、再生紙を使用しています。
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寄付金は中川区の福祉の推進に有効に活用させて
いただきます。ありがとうございました。

問合せ・申込み・会場

■東部いきいき支援センター　電話 ３５４－８３４３
　　・・・広見、露橋、八熊、八幡、愛知、常磐、篠原、昭和橋、玉川、中島、西中島学区にお住まいの方
■西部いきいき支援センター　電話 ３５２－８２５８(本センター）　電話 ３６４－７２７３(分室）
　　・・・野田、荒子、正色、五反田、戸田、春田、豊治、長須賀、西前田、万場、千音寺、赤星、明正学区にお住まいの方

※お住まいの学区により、担当するいきいき支援センターが決まっています。

●一般社団法人　和みの会 様
●匿名2名

（順不同）

 今号の
内容 今号の
内容

お祝いごとや香典返しにかえての寄付を受け付け
ております。
香典返しについては、あいさつ状をご用意いたし
ます。

寄 付 の お 礼寄 付 の お 礼
編集・発行

社会福祉法人
名古屋市中川区社会福祉協議会
〒454-0875
名古屋市中川区小城町1丁目1-20
 （中川区在宅サービスセンター内）

TEL （052）352-8257
FAX （052）352-3825
メールドレス
nakagawaVC@nagoya-shakyo.or.jp
ホームページ
http://www.nakagawashakyo.jp
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 12月14日、５・６時間目の授業を使って、市立工業高校３年生69
人に、赤ちゃんとふれあいながら命のつながりや大切さを学んでいた
だく「赤ちゃんとのふれあい体験」を開催しました。
　本会が地域の子育てサロンなどで声かけした親子(赤ちゃん)18組
に、協力者として本会の地域福祉活動計画推進委員＊の方々や、公立
保育園の保育士さん、子育て支援ボランティアさん、地元昭和橋学区
の主任児童委員さんを交え、グループに分かれて赤ちゃんを抱っこ
したり、お母さんたちから妊娠中や出産のこと、子育てをしながら
感じることなどを、話していただきました。
　ほとんどが男子学生で、どのように赤ちゃんと接するか不安でしたが、
生徒からもお母さんからも笑顔があふれ、安心しました。
　また、助産師さんによる「命のつながり」についての講義もあり、
これから社会へ一歩を踏み出そうとしている高校３年生に、命の重み
を肌で感じていただけたのではないでしょうか。

お母さんの声
「優しい表情で接して下さり、親への感謝を感じて
いた学生さんもみえたことが、うれしかった。」

学生さんの声
「育児は大変だし、めんどくさいという気持ちがあった
が、それだけの苦労をする価値があると思った。」

＊地域福祉活動計画推進委員：本会が地域住民の皆さんとともに策定した、地域福祉を推進するための５か年計画『中川区社会福
祉協議会第２次地域福祉活動計画～なかがわ福祉まごころプラン２～」を一緒に実践・活動していただいている地域のボランティ
アさんです。

平成２４年度平成２４年度

赤ちゃんとのふれあい体験  市立工業高校赤ちゃんとのふれあい体験  市立工業高校

助産師さんの講義に
熱心に耳を

かたむけています。

助産師さんの講義に
熱心に耳を

かたむけています。

医師（物忘れ相談医）による
専門相談

医師（物忘れ相談医）による
専門相談

　介護している家族の方が、認知症の
基礎知識や接し方について医師や介護
経験者等から学ぶ教室です。

　物忘れ相談医が、認知症の症状や対応
方法など、ご不安なことの相談に応じ、
不安の解消や早期発見、早期治療に向け
たアドバイスを行います。

　いきいき支援センターは、高齢者のみなさんが住みなれた地域で安心して暮らせるよう保健・福祉・医療な
どさまざまな面から高齢者を支える「高齢者福祉なんでも相談所」として区内２か所に設置されています。

  タイトル 西　部 東　部
 ようこそ家族教室へ
 認知症を正しく理解しよう
 サービスについて知ろう
 関わりについて学ぼう
 介護体験を聞こう

 西　部 東　部  西　部 東　部

認知症高齢者家族支援事業のお知らせ認知症高齢者家族支援事業のお知らせ 無料無料

家族サロン家族サロン
認知症について学びます ～早期発見・早期治療が大切です～

ひとりじゃない
～みんなでお話しませんか～認知症について学びます ～早期発見・早期治療が大切です～

ひとりじゃない
～みんなでお話しませんか～

　認知症の方を介護している家族の方、
介護の体験談や日ごろの思いなどを話し
合い、リフレッシュしましょう♪

家族が認知症かなと思った時、
認知症高齢者を介護していて
困った時などは、一人で悩まず
ご相談ください。

対　象 認知症高齢者(65歳以上)
 を介護するご家族
開催時間 13:30～2時間程度

開催時間 13:30から
 ※西部の4・6・8月は15：00から
 (1回1組30分程度)､３組まで

対　象　認知症の方と関わっている方
 　(介護の有無は問いません）
開催時間 13:30から

事前にお申込みください。途中からの参加OK 個別相談です。事前にお申し込みください。

家族教室家族教室1 2 3

4/19（金）
5/17（金）
6/21（金）
7/19（金）
8/16（金）

4/26（金）
5/31（金）
6/28（金）
7/26（金）
8/23（金）

4/12（金）※
5/17（金）
6/14（金）※
7/19（金）
8/ 9（金）※
9/ 6（金）

4/18（木）
5/ 9（木）
6/20（木）
7/ 9（火）
8/15（木）
9/10（火）

4/18（木）
5/16（木）
6/20（木）
7/18（木）
8/15（木）
9/19（木）

4/24（水）
5/22（水）
6/26（水）
7/24（水）
8/28（水）
9/25（水）

「第２次地域福祉活動計画｣　基本計画6　福祉体験の学習機会の拡大　命の大切さを伝えるプログラムの実施

赤ちゃんを
抱っこさせて
もらいました。

赤ちゃんを
抱っこさせて
もらいました。

社協だより
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皆さんからいただいた共同募金は、地域の
様々な取り組みにつながっています。共同募金共同募金のつかいみちのつかいみち

つながっています赤い羽根

　１月29日、2月4日、7日の3日間、｢福祉体験サポー
ター養成講座」を、先輩ボランティアなどの協力を得なが
ら、脱落者もなく熱心な12名の受講者と楽しく実施しま
した。
　現在、中川区では、多くの小中学校などからご依頼をい
ただき、福祉体験を通した学習の企画・調整をしています
が、年々依頼数が増加し、また質の充実も求められていま
す。そこで、学校に限らず広く地域での福祉教育に取り組
むためにも、担い手側のパワーアップを図るべく、今回の
実施に至りました。
　初回は、前半「福祉教育とは」という講義の後、サポーターとして協力してもらう予定の「高齢者疑似体験」
を実際に体験。
　２回目は、車いす体験に関する講座。小雨の中、会場を飛び出し、南荒子駅や普段何気なく歩いている歩道な
どで車いす体験をしました。見た目分からない小さな傾斜がくせ者！とばかりに、懸命に車いすを動かしまし
た。後半は、車いす講師の方のお話を聞きました。こちらの体験学習でも、サポーターとして活動してもらう予
定です。
　３回目は、前半は視覚障がいの講師に来てもらい、お話とアイマスク体験。その後、事例についてプログラム

を企画するというグループワークを行いました。
　やりたいことが多すぎて、かなり盛りだくさんに
なってしまい、それでも時間がまだまだ足りないとい
う中、もう少し集まって勉強会をしよう！ということ
になりました。やる気あふれる頼もしい受講者の皆さ
んと、今後の中川区の福祉教育を盛り上げて行けたら
と思っています。

★対象：区内在住･在勤または区内で福祉活動をしている方
★内容：６月から１年間、10回程度地域の調査や会議等に参加
★申込：所定の応募用紙に必要事項をご記入のうえ、本会にご提出ください。
　　　　応募用紙は、本会にあります(書類選考あり)。
★締切：平成25年3月29日(金)

基本計画6

福祉体験サポーター養成講座を開催しました

福祉体験の学習機会の拡大福祉体験の学習機会の拡大

第３次地域福祉活動計画　公募委員募集！第３次地域福祉活動計画　公募委員募集！

その15
第2次地域福祉
活動計画ニュース
第2次地域福祉
活動計画ニュース

　中川区の福祉を進めるため、平成21年度から５年間かけて取り組んでいる第2次
地域福祉活動計画も、いよいよ最終年に入ります。25年度は、2次計画の総括と
併せて3次計画策定の１年になります。
　今回は、ボランティアの養成講座等ボランティア活動支援、地域でのたまり場を
担うサロン実践者の交流会などの取り組みをご紹介します。また3次計画策定の公募
委員募集のお知らせもあります。

・家庭から …………………………… 7,677,916円
・会社から …………………………… 3,056,000円
・学校･幼稚園･保育園から …………… 586,815円
・職場から ………………………………… 53,887円
・その他(イベント募金、赤い羽根協力店など)……… 553,777円

　皆さまのあたたかいご協力により、今年も大きな成果をあげることができました。
　お寄せいただいた募金は、中川区内の地域福祉事業、愛知県内の社会福祉施設の整備などに活用さ
せていただきます。ご協力ありがとうございました。

　東日本大震災をはじめ、九州地方の大雨災害、竜巻被災地
義援金など、多くのご協力をいただきありがとうございまし
た。東日本大震災義援金は引き続き受け付けています。

平成24年度 共同募金実績

12,283,080円

●一般募金

●歳末たすけあい募金

中川区老人クラブ連合会「友愛訪問指導者研修会」

日頃の友愛訪問活動に役立てられるよう、事例発表や認知症サポーター養成講座を開
催しました。共同募金からの助成により、有意義な研修会とすることができました。

11,928,395円

354,685円

●義援金

ありがとうメッセージ
（助成団体からのお礼のことば）

　老人クラブは、おおむね60歳以上の会員による身近な地域を基盤とするクラブ
で、町の美化運動や交通安全、防犯・防火活動といった地域活動をはじめ、教養講
座、作品展といった趣味教養活動などを行っています。また地域のひとり暮らし高齢
者や高齢者夫婦世帯等を訪問して、安否確認や孤独感の解消を図る「友愛訪問」にも
取り組み、地域のご高齢者の健やかで豊かな生活づくりをすすめています。友愛訪問
活動の指導者を対象に研修会も毎年実施していて、より地域の実情やニーズに沿った
活動につなげるため、知識や技術の向上を図っています。

実績報告平成24年度

赤い羽根共同募金　ご協力ありがとうございました！赤い羽根共同募金　ご協力ありがとうございました！

一般募金
歳末募金

東日本大震災義援金
187件 8,875,503円
（中川区共同募金会受入分　2013年2月18日現在）

▲元気に自己紹介
　私ってこんな「漢字！｣(感じ）

▲車いす体験中

▲高齢者疑似体験
　鍵の開け閉めは意外に困難

▲グループワーク
　難しい課題に頭をひねっています。

▲友愛訪問では、お話相手やちょっと
　したお手伝いなどを行います。

ヨシヅヤ太平通り店で、市立工業高校、中川商業高校、みつば会、江松ひまわり会さん、中川マジックさん、いきいきクラブさんの協力を得て、街頭募金を行いました

ふれあい広場、
区民まつりで、募金を呼びかけました

赤い羽根共同募金

地域における様々な福祉課題に対応するため、住民の皆さんと第３次地域福祉活動計画を
策定します。一緒に福祉のまちづくりを進めていただける方を募集します。
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ボランティア保険 加入のご案内ボランティア保険 加入のご案内

種　　類 活動保険 行事用保険

対 象 者 年間を通して活動する方

保険のお申込方法などにつきましては、中川区社会福祉協議会までお問い合わせください。

みんなで広げよう支え合いの和・輪・話　～助光荘での取り組みが始まりました！～

http://www.aichi-fukushi.or.jp/intoro/soumu/hoken.html

個人、グループ、
特定非営利活動法人（NPO法人）

＜Ａプラン＞　250円
＜Ｂプラン＞　300円
＜Ｃプラン＞　350円
※天災に対応したプランも
　あります。（330円～）

＜Ａ型＞（宿泊を伴わない行事）
　　　　１日１名につき30円
　　　　※20名以上から加入可能
＜Ｂ型＞（宿泊を伴う行事）
　　　　1泊2日1名につき240円～

行事の主催者である団体、グループ等

数日間の行事に参加する方

加入申込者

掛　　金

補償期間 加入の翌日から年度末まで 行事開催中

　安心して安全にボランティア活動
するために「ボランティア保険」
に加入しましょう！
　ボランティア活動中の事故で、自
身がケガをしたり、他人にケガをさ
せたり、他人の物を壊してしまった
場合などに対する保険です。万一の
事故に備えて加入をお勧めします。

詳しい保険の内容は 愛知県社会福祉協議会 のホームページで。 ボランティア保険　愛知 検索

＊３月11日(月)から平成25年度分の
　加入を受付します。

基本計画8

地域で支えあう仕組みづくりに向けての取り組み地域で支えあう仕組みづくりに向けての取り組み

『助光荘での取り組み』スタート！
　新たな取り組みとして、市営助光荘で昨年 11 月～ 12 月の１か月
間かけ、自治会や様々な方々の協力のもと「住民ふくし調査」を実施
しました。「住民ふくし調査」は、助光荘にお住まいのみなさんから、
福祉に関わる困り事等をお聞きしたうえで、地域の中でお互いに助け
あえる仕組みづくりのお手伝いをするために行われたもので、今後は
調査結果を分析し、住民の方々に「つどい・講座」などの場でお伝え
していけるよう準備中です。

『たかはた荘での取り組み』～進捗状況～
　９月号では、「住民ふくし調査」をもとに、地域の様々な福祉課題をたかはた荘にお住まいの皆様と『支
えあい、助けあいの力』で解決を図っていこうと行われた『たかはた荘支えあいのつどい』についてご紹
介しました。その結果、まず「顔の見える関係作りが出来るような居場所作りをしよう！」と、現在具体
的な活動に向けて話し合いと準備を進めています。

万一の事故に備えましょう！

平成２4年度賛助会員加入状況報告（平成２5年2月10日現在）

平成２4年度実績 （内訳）個人会員 7,582名 9,755,058円
 法人会員 446名 2,052,000円

賛助会員にご加入をいただきありがとうございました。
みなさまにご協力いただいた賛助会員は、福祉活動やボランティア活動の推進、
高齢者のための福祉事業など、中川区の福祉のために活用させていただきます。

地域福祉推進協議会の活性化地域福祉推進協議会の活性化

基本計画1

ふれあい･いきいきサロン実践者交流会を開催しました

　１月21日の午後、中川区内でふれあい･いきいきサロンを実施しているボラ
ンティアさんなどを対象に交流会を行いました。
　ふれあい・いきいきサロンは、コミュニティセンター・団地の集会所・個人
宅など、身近な地域で、住民・住民団体・ボランティア団
体など地域で暮らす方たちが主体となって実施する、気軽
に集まれるたまり場です。みんなが集って楽しい「地域の
お茶の間」と言えるかも知れません。
　今回は、31名参加で、お互いのサロンの情報交換をしな
がらワイワイ交流しました。

　自分たちのサロンを紹介し
合いながら情報交換をする中
で、他サロンの事例を聞き、自分たちも参考に
しようという方が多くいたようで、「皆さんが
色々考えて活動していることを知り、勉強に

なった。」「自分にはない発想
で、地域の方との交流をしている
ことが聞けて良かった。」など９割以上の方が「大変満足」「満足｣
と言っていただける交流会になりました。
　今後も、このようにお互い情報交換できるよう出会いの機会づくり
など、社協ならではの取り組みを進めていきたいと思います。

ご近所づきあいを大切にしたたまり場づくりご近所づきあいを大切にしたたまり場づくり 基本計画9 ボランティア登録者の拡大ボランティア登録者の拡大

メンバー募集中！メンバー募集中！

ボランティアの活性化

　今回ご紹介するのは『点訳グループ　チューリップ』です。在宅サービスセンターのボランティアルー
ムに集まり、点訳を行っており、本会事業にもご協力いただいています。

　平成４年に結成し、現在９名で活動しています。区内の
目の不自由な方への点訳や、社会福祉協議会の福祉体験学
習への協力などを行っています。点筆（てんぴつ）と点字
板を使ってメンバーみんなで点訳をしています。定例会を
毎月第１、第３木曜日の午前中に開催。楽しく、和気あい

あいとした雰囲気でやって
おりますので、ご興味のあ
る方は是非、社協へご連絡
ください。見学も O.K. で
す。

◀小学校での福祉体験学習

▲各グループで出た意見を発表。

サロンで作った▲▶
　作品を見せ合い　　
　教え合い。　　　　

点訳グループ　チューリップ

◀▲お互いのサロンに
　　ついて情報交換。
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ボランティア保険 加入のご案内ボランティア保険 加入のご案内

種　　類 活動保険 行事用保険

対 象 者 年間を通して活動する方

保険のお申込方法などにつきましては、中川区社会福祉協議会までお問い合わせください。

みんなで広げよう支え合いの和・輪・話　～助光荘での取り組みが始まりました！～

http://www.aichi-fukushi.or.jp/intoro/soumu/hoken.html
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特定非営利活動法人（NPO法人）
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＜Ｂプラン＞　300円
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身がケガをしたり、他人にケガをさ
せたり、他人の物を壊してしまった
場合などに対する保険です。万一の
事故に備えて加入をお勧めします。

詳しい保険の内容は 愛知県社会福祉協議会 のホームページで。 ボランティア保険　愛知 検索
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基本計画8

地域で支えあう仕組みづくりに向けての取り組み地域で支えあう仕組みづくりに向けての取り組み
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万一の事故に備えましょう！

平成２4年度賛助会員加入状況報告（平成２5年2月10日現在）
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お茶の間」と言えるかも知れません。
　今回は、31名参加で、お互いのサロンの情報交換をしな
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で、他サロンの事例を聞き、自分たちも参考に
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で、地域の方との交流をしている
ことが聞けて良かった。」など９割以上の方が「大変満足」「満足｣
と言っていただける交流会になりました。
　今後も、このようにお互い情報交換できるよう出会いの機会づくり
など、社協ならではの取り組みを進めていきたいと思います。

ご近所づきあいを大切にしたたまり場づくりご近所づきあいを大切にしたたまり場づくり 基本計画9 ボランティア登録者の拡大ボランティア登録者の拡大

メンバー募集中！メンバー募集中！

ボランティアの活性化

　今回ご紹介するのは『点訳グループ　チューリップ』です。在宅サービスセンターのボランティアルー
ムに集まり、点訳を行っており、本会事業にもご協力いただいています。

　平成４年に結成し、現在９名で活動しています。区内の
目の不自由な方への点訳や、社会福祉協議会の福祉体験学
習への協力などを行っています。点筆（てんぴつ）と点字
板を使ってメンバーみんなで点訳をしています。定例会を
毎月第１、第３木曜日の午前中に開催。楽しく、和気あい

あいとした雰囲気でやって
おりますので、ご興味のあ
る方は是非、社協へご連絡
ください。見学も O.K. で
す。

◀小学校での福祉体験学習

▲各グループで出た意見を発表。

サロンで作った▲▶
　作品を見せ合い　　
　教え合い。　　　　

点訳グループ　チューリップ

◀▲お互いのサロンに
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皆さんからいただいた共同募金は、地域の
様々な取り組みにつながっています。共同募金共同募金のつかいみちのつかいみち

つながっています赤い羽根

　１月29日、2月4日、7日の3日間、｢福祉体験サポー
ター養成講座」を、先輩ボランティアなどの協力を得なが
ら、脱落者もなく熱心な12名の受講者と楽しく実施しま
した。
　現在、中川区では、多くの小中学校などからご依頼をい
ただき、福祉体験を通した学習の企画・調整をしています
が、年々依頼数が増加し、また質の充実も求められていま
す。そこで、学校に限らず広く地域での福祉教育に取り組
むためにも、担い手側のパワーアップを図るべく、今回の
実施に至りました。
　初回は、前半「福祉教育とは」という講義の後、サポーターとして協力してもらう予定の「高齢者疑似体験」
を実際に体験。
　２回目は、車いす体験に関する講座。小雨の中、会場を飛び出し、南荒子駅や普段何気なく歩いている歩道な
どで車いす体験をしました。見た目分からない小さな傾斜がくせ者！とばかりに、懸命に車いすを動かしまし
た。後半は、車いす講師の方のお話を聞きました。こちらの体験学習でも、サポーターとして活動してもらう予
定です。
　３回目は、前半は視覚障がいの講師に来てもらい、お話とアイマスク体験。その後、事例についてプログラム

を企画するというグループワークを行いました。
　やりたいことが多すぎて、かなり盛りだくさんに
なってしまい、それでも時間がまだまだ足りないとい
う中、もう少し集まって勉強会をしよう！ということ
になりました。やる気あふれる頼もしい受講者の皆さ
んと、今後の中川区の福祉教育を盛り上げて行けたら
と思っています。

★対象：区内在住･在勤または区内で福祉活動をしている方
★内容：６月から１年間、10回程度地域の調査や会議等に参加
★申込：所定の応募用紙に必要事項をご記入のうえ、本会にご提出ください。
　　　　応募用紙は、本会にあります(書類選考あり)。
★締切：平成25年3月29日(金)

基本計画6

福祉体験サポーター養成講座を開催しました

福祉体験の学習機会の拡大福祉体験の学習機会の拡大

第３次地域福祉活動計画　公募委員募集！第３次地域福祉活動計画　公募委員募集！

その15
第2次地域福祉
活動計画ニュース
第2次地域福祉
活動計画ニュース

　中川区の福祉を進めるため、平成21年度から５年間かけて取り組んでいる第2次
地域福祉活動計画も、いよいよ最終年に入ります。25年度は、2次計画の総括と
併せて3次計画策定の１年になります。
　今回は、ボランティアの養成講座等ボランティア活動支援、地域でのたまり場を
担うサロン実践者の交流会などの取り組みをご紹介します。また3次計画策定の公募
委員募集のお知らせもあります。

・家庭から …………………………… 7,677,916円
・会社から …………………………… 3,056,000円
・学校･幼稚園･保育園から …………… 586,815円
・職場から ………………………………… 53,887円
・その他(イベント募金、赤い羽根協力店など)……… 553,777円

　皆さまのあたたかいご協力により、今年も大きな成果をあげることができました。
　お寄せいただいた募金は、中川区内の地域福祉事業、愛知県内の社会福祉施設の整備などに活用さ
せていただきます。ご協力ありがとうございました。

　東日本大震災をはじめ、九州地方の大雨災害、竜巻被災地
義援金など、多くのご協力をいただきありがとうございまし
た。東日本大震災義援金は引き続き受け付けています。

平成24年度 共同募金実績

12,283,080円

●一般募金

●歳末たすけあい募金

中川区老人クラブ連合会「友愛訪問指導者研修会」

日頃の友愛訪問活動に役立てられるよう、事例発表や認知症サポーター養成講座を開
催しました。共同募金からの助成により、有意義な研修会とすることができました。

11,928,395円

354,685円

●義援金

ありがとうメッセージ
（助成団体からのお礼のことば）

　老人クラブは、おおむね60歳以上の会員による身近な地域を基盤とするクラブ
で、町の美化運動や交通安全、防犯・防火活動といった地域活動をはじめ、教養講
座、作品展といった趣味教養活動などを行っています。また地域のひとり暮らし高齢
者や高齢者夫婦世帯等を訪問して、安否確認や孤独感の解消を図る「友愛訪問」にも
取り組み、地域のご高齢者の健やかで豊かな生活づくりをすすめています。友愛訪問
活動の指導者を対象に研修会も毎年実施していて、より地域の実情やニーズに沿った
活動につなげるため、知識や技術の向上を図っています。

実績報告平成24年度

赤い羽根共同募金　ご協力ありがとうございました！赤い羽根共同募金　ご協力ありがとうございました！

一般募金
歳末募金

東日本大震災義援金
187件 8,875,503円
（中川区共同募金会受入分　2013年2月18日現在）

▲元気に自己紹介
　私ってこんな「漢字！｣(感じ）

▲車いす体験中

▲高齢者疑似体験
　鍵の開け閉めは意外に困難

▲グループワーク
　難しい課題に頭をひねっています。

▲友愛訪問では、お話相手やちょっと
　したお手伝いなどを行います。

ヨシヅヤ太平通り店で、市立工業高校、中川商業高校、みつば会、江松ひまわり会さん、中川マジックさん、いきいきクラブさんの協力を得て、街頭募金を行いました

ふれあい広場、
区民まつりで、募金を呼びかけました

赤い羽根共同募金

地域における様々な福祉課題に対応するため、住民の皆さんと第３次地域福祉活動計画を
策定します。一緒に福祉のまちづくりを進めていただける方を募集します。
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＝この広報誌は、共同募金配分金と賛助会費を財源に作成しました＝
※Welなかがわ（年4回）の定期購読や音訳版・点訳版をご希望の方は本会までご連絡ください。 「Welなかがわ」は、再生紙を使用しています。

どんなことでもお気
軽にご相談を

赤ちゃんとのふれあい体験 ………………１
第２次地域福祉活動計画ニュース……２･３･４
第３次地域福祉活動計画策定委員募集 ……２
ボランティア保険加入のご案内 …………３

賛助会費加入状況報告 …………………３
共同募金委員会からのお知らせ ………５
いきいき支援センターからのお知らせ……６
寄付のお礼 ………………………………６

寄付金は中川区の福祉の推進に有効に活用させて
いただきます。ありがとうございました。

問合せ・申込み・会場

■東部いきいき支援センター　電話 ３５４－８３４３
　　・・・広見、露橋、八熊、八幡、愛知、常磐、篠原、昭和橋、玉川、中島、西中島学区にお住まいの方
■西部いきいき支援センター　電話 ３５２－８２５８(本センター）　電話 ３６４－７２７３(分室）
　　・・・野田、荒子、正色、五反田、戸田、春田、豊治、長須賀、西前田、万場、千音寺、赤星、明正学区にお住まいの方

※お住まいの学区により、担当するいきいき支援センターが決まっています。

●一般社団法人　和みの会 様
●匿名2名

（順不同）

 今号の
内容 今号の
内容

お祝いごとや香典返しにかえての寄付を受け付け
ております。
香典返しについては、あいさつ状をご用意いたし
ます。

寄 付 の お 礼寄 付 の お 礼
編集・発行

社会福祉法人
名古屋市中川区社会福祉協議会
〒454-0875
名古屋市中川区小城町1丁目1-20
 （中川区在宅サービスセンター内）

TEL （052）352-8257
FAX （052）352-3825
メールドレス
nakagawaVC@nagoya-shakyo.or.jp
ホームページ
http://www.nakagawashakyo.jp
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 12月14日、５・６時間目の授業を使って、市立工業高校３年生69
人に、赤ちゃんとふれあいながら命のつながりや大切さを学んでいた
だく「赤ちゃんとのふれあい体験」を開催しました。
　本会が地域の子育てサロンなどで声かけした親子(赤ちゃん)18組
に、協力者として本会の地域福祉活動計画推進委員＊の方々や、公立
保育園の保育士さん、子育て支援ボランティアさん、地元昭和橋学区
の主任児童委員さんを交え、グループに分かれて赤ちゃんを抱っこ
したり、お母さんたちから妊娠中や出産のこと、子育てをしながら
感じることなどを、話していただきました。
　ほとんどが男子学生で、どのように赤ちゃんと接するか不安でしたが、
生徒からもお母さんからも笑顔があふれ、安心しました。
　また、助産師さんによる「命のつながり」についての講義もあり、
これから社会へ一歩を踏み出そうとしている高校３年生に、命の重み
を肌で感じていただけたのではないでしょうか。

お母さんの声
「優しい表情で接して下さり、親への感謝を感じて
いた学生さんもみえたことが、うれしかった。」

学生さんの声
「育児は大変だし、めんどくさいという気持ちがあった
が、それだけの苦労をする価値があると思った。」

＊地域福祉活動計画推進委員：本会が地域住民の皆さんとともに策定した、地域福祉を推進するための５か年計画『中川区社会福
祉協議会第２次地域福祉活動計画～なかがわ福祉まごころプラン２～」を一緒に実践・活動していただいている地域のボランティ
アさんです。

平成２４年度平成２４年度

赤ちゃんとのふれあい体験  市立工業高校赤ちゃんとのふれあい体験  市立工業高校

助産師さんの講義に
熱心に耳を

かたむけています。

助産師さんの講義に
熱心に耳を

かたむけています。

医師（物忘れ相談医）による
専門相談

医師（物忘れ相談医）による
専門相談

　介護している家族の方が、認知症の
基礎知識や接し方について医師や介護
経験者等から学ぶ教室です。

　物忘れ相談医が、認知症の症状や対応
方法など、ご不安なことの相談に応じ、
不安の解消や早期発見、早期治療に向け
たアドバイスを行います。

　いきいき支援センターは、高齢者のみなさんが住みなれた地域で安心して暮らせるよう保健・福祉・医療な
どさまざまな面から高齢者を支える「高齢者福祉なんでも相談所」として区内２か所に設置されています。

  タイトル 西　部 東　部
 ようこそ家族教室へ
 認知症を正しく理解しよう
 サービスについて知ろう
 関わりについて学ぼう
 介護体験を聞こう

 西　部 東　部  西　部 東　部

認知症高齢者家族支援事業のお知らせ認知症高齢者家族支援事業のお知らせ 無料無料

家族サロン家族サロン
認知症について学びます ～早期発見・早期治療が大切です～

ひとりじゃない
～みんなでお話しませんか～認知症について学びます ～早期発見・早期治療が大切です～

ひとりじゃない
～みんなでお話しませんか～

　認知症の方を介護している家族の方、
介護の体験談や日ごろの思いなどを話し
合い、リフレッシュしましょう♪

家族が認知症かなと思った時、
認知症高齢者を介護していて
困った時などは、一人で悩まず
ご相談ください。

対　象 認知症高齢者(65歳以上)
 を介護するご家族
開催時間 13:30～2時間程度

開催時間 13:30から
 ※西部の4・6・8月は15：00から
 (1回1組30分程度)､３組まで

対　象　認知症の方と関わっている方
 　(介護の有無は問いません）
開催時間 13:30から

事前にお申込みください。途中からの参加OK 個別相談です。事前にお申し込みください。

家族教室家族教室1 2 3

4/19（金）
5/17（金）
6/21（金）
7/19（金）
8/16（金）

4/26（金）
5/31（金）
6/28（金）
7/26（金）
8/23（金）

4/12（金）※
5/17（金）
6/14（金）※
7/19（金）
8/ 9（金）※
9/ 6（金）

4/18（木）
5/ 9（木）
6/20（木）
7/ 9（火）
8/15（木）
9/10（火）

4/18（木）
5/16（木）
6/20（木）
7/18（木）
8/15（木）
9/19（木）

4/24（水）
5/22（水）
6/26（水）
7/24（水）
8/28（水）
9/25（水）

「第２次地域福祉活動計画｣　基本計画6　福祉体験の学習機会の拡大　命の大切さを伝えるプログラムの実施

赤ちゃんを
抱っこさせて
もらいました。

赤ちゃんを
抱っこさせて
もらいました。

社協だより

6

Vol.51

ウェル WelはWelfare（ウェルフェアー）＝幸福、福祉という意味の英語からとりました。
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